
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立佐伯東小学校

佐伯東小学校では、「夢いっぱい、元気いっぱい、笑顔いっぱい ふるさと大好き東っ子の育成」を目指し、管理職・教務主任を中心として組織的な学校運営を行い、各主任
による短期での検証・改善を行い取組の改善につなげている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆協働意識・同僚性の高さを基盤に、各主任が積極的に学校運営に関わ
り、いじめ対策、学力向上、特別支援教育等について積極的に会議を開
催したり取組を提案したりしている。

◆短期で検証・改善を行う体制を整え、各主任を中心とした検証に取り組
み、改善につなげている。

工夫・ポイント

◆出欠状況など校内での情報共有にタブレット（ICT）を活用して可視化
したり、勤務時間を意識化するための情報共有を定期的に行ったり、行事
の振り返りにICTを活用して集約にかける時間削減につなげたりしている。

働き方改革の工夫

発達段階に応じて、育成を目指す資質・能力を具体化して共有

自分の考えをもつ・表現する場の設定

読書環境の整備

単元構想に基づく授業づくり

９学級１７３名

授業づくりの工夫等

県社会教育課「ほんラブ事業」に組織的に取り組んでいる
図書館司書の提案により、読書の様子を可視化している

全ての教室で算数の単元計画を掲示

ぴかぴかノートを掲示


